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２．１ 上位・関連計画における位置づけ 
井手町は、将来目指すまちの姿と進むべき方針を明らかにするための指針として、平成 23年 3月に「第４次井手町総合計画」、平

成 29年 3月に「井手町都市計画マスタープラン」を策定しています。 

新庁舎を整備する上においては、本町の上位・関連計画との関係性を考慮し、災害に強い安全性及び利便性・効率性の確保に加え、

人々の交流・連携の促進や環境への配慮等、新たな視点から新庁舎整備を進めていくことが大切です。 

２．２ 新庁舎等整備の基本理念及び主な導入機能 
基本構想・基本計画では、庁舎及び周辺整備において、災害時の対応や住民サービスの向上を図るとともに、時代の変化に合わせ

て長く使い続けられ、まちのシンボルとなる庁舎を目指し、以下の基本理念及び基本方針を定めます。また、各方針に対応した新庁

舎に求められる導入機能は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 
 
 
１．１ 現庁舎の現状 

各施設の概要は以下のとおりであり、本庁舎は耐震補強済みでありますが、建設後約 50

年が経過しています。 

 ▼表 1.1 現庁舎の概要                 【平成 30年 3月 1日現在】 

項目 本庁舎 庁舎棟 西別館 議会棟（書庫・倉庫含む） 

建設年月 昭和 43年 7月 昭和 55年 1 月 昭和 63年 6月 

経過年数 約 49年 約 38年 約 30年 

建物の耐震化 耐震補強済み ― ― 

構  造 鉄筋コンクリート造 

階  数 地上 3階建て 

敷地面積 1,506.7㎡ ※車庫・借地駐車場等含む 

延べ床面積 
2,500.67㎡ 

1,436.23㎡ 272.70 ㎡ 791.74㎡ 

また、現庁舎の位置は以下のとおりであり、洪水浸水想定区域内に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 1.1 現庁舎の位置及び木津川洪水浸水想定区域図      

１．２ 現庁舎の課題 

現庁舎の主な課題は、以下のとおりです。 

① 浸水時（災害時）の対応  ④ 庁舎のスペース不足への対応 ⑦ バリアフリーへの対応 

② 施設・設備の老朽化への対応⑤ プライバシーの確保 

③ 環境への配慮       ⑥ 利便性の低下への対応 

１．３ 新庁舎整備の必要性 

現庁舎の現状や抱える課題を踏まえると、防災の拠点機能を強化した新庁舎の建設は喫緊

の課題であり、早期の完成に向けて事業を進める必要があります。 

１．４ 山吹ふれあいセンターの移転の必要性 

 国道 24 号城陽井手木津川バイパス（以下、新国道バイパス）の整備ルートが決定され、ル

ート上にある山吹ふれあいセンターの移転の必要性が生じました。本計画においては、山吹

ふれあいセンターを移転させ、新庁舎に併設させることとしています。 

１．５ 「道の駅」的休憩施設の整備の必要性 

 新国道バイパス利用者が立ち寄り休憩できるような設備や道路情報、井手町の情報を確認

できる施設として、休憩機能・情報発信機能・地域連携機能で構成される「道の駅」のよう

な道路休憩施設（以下、「道の駅」的休憩施設）を併設させることとします。 

 

井手町役場 

1.安全性 

2.利便性 誰もが利用しやすく、 

時代の変化に対応可能な 

柔軟性の高い庁舎 

経済性に配慮した 

環境にやさしい庁舎 

3.経済性 
 高性能ガラス、透水性舗装、庇・ルーバー、高効

率機器や空調・照明等の個別制御、情報モニター
機能等 

 自然採光や通風の確保、太陽光発電設備、雨水利
用等 

 耐久性が高く維持管理の優れた材料の採用、断熱
や省エネルギー設備と高効率機器の運用等 

【主な導入機能】 

高い防災拠点機能を備えた

安全・安心な庁舎 

4.井手町 

らしさ 

（1）耐震性の確保 

（2）災害対策本部機能の整備 

（3）バックアップ機能の整備 

（4）セキュリティ機能の強化 

（5）窓口・相談機能の整備 

 （6）執務空間の整備 

 （7）会議室等の整備 

 （8）福利厚生機能の整備 

 （9）駐車場・駐輪場の整備 

 （10）バリアフリーへの対応 

 （ 11）案内・サイン機能の整備 

 

（12) 省資源・省エネルギー化への対応 

 

 

（13）自然エネルギーの活用 

 

 災害対策本部室(平常時は会議室)、仮眠室等 

 電源設備・情報受発信設備等の資機材、消防本部等
との連携、非構造部材等の対策、自家発電装置等の
電力供給、災害時用浄化槽等の整備、バルクタンク
等のガス供給、既存のミラーリング機能の継続等 

 レベルに応じたセキュリティの設定、高度なセキュ
リティシステム、職員の入退室管理が可能な機能 

（14） ライフサイクルコスト低減への対応 

 

0.5ｍ未満の区域 

0.5ｍ～3.0ｍ未満の区域  

3.0ｍ～5.0ｍ未満の区域 

5.0ｍ～10.0ｍ未満の区域 

 待合スペース、仕切りのあるカウンター・ローカウ
ンター、防音機能を備えた相談室、待合イス等 

 フリーアクセスフロア、打合せスペース、文書の電
子化、防音機能を備えた会議室（移動間仕切りの導
入）、ＡＣ電源、情報ケーブル等 

 更衣室、休養室、休憩室等 

 駐輪場、駐車場・身障者用駐車場 

 ベビーベッド・ベビーチェア、キッズスペース、授
乳室等 

 多言語表記、点字を併記した案内板・案内モニター、
サイン表記、案内表示等 

凡 例 

浸水した場合に想定される水深 

（ランク別） 

基本理念 

住民の安全・安心な暮らしを支え 井手町らしい賑わいあふれる庁舎 

 住民ギャラリー、住民交流スペース、カフェ、特産
品の販売コーナー、屋根付き賑わい広場、会議室等 

 情報モニター、町政情報コーナー、観光情報コーナ
ー、Wi-Fi 利用が可能なエリア等 

 井手町にふさわしい外観、地域産材の利用等 

 利用しやすい傍聴席等 

【役割】 

市町境界 

河川等範囲 

 

まちの賑わいを創出し、 

地域資源と調和した 

愛着の持てる庁舎※ 

 

基本方針 

浸水想定区域の指定の対象

となる洪水予報河川 

導入機能の方針 

（15）交流・協働機能、憩いの場の整備 

（16）情報発信機能の整備 

 

新庁舎等の基本的な考え方 
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（17）住民に親しまれるデザイン 

 （18）住民に開かれた議会機能の整備 

 ※一部機能は周辺整備における併設施設で機能を分担します。 

新庁舎等整備の必要性 
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３．１ 選定にあたっての前提条件 

新庁舎及び周辺整備の基本的な考え方を踏まえ、建設候補地選定にあたっての前提条件は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

以上の条件を踏まえると、建設候補地は府道和束井手線と新国道バイパスの交差点付近が考えられます。 

３．３ 候補地の選定 

 候補地検討の前提条件を踏まえ、府道和束井手線と新国道バイパスの交差点付近である

４地点を候補地選定の対象地として設定し、比較検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

▲図 3.1 候補地選定の対象地の位置図 

 

３．２ 概略規模の算定 
新庁舎及び山吹ふれあいセンターの移転ならびに「道の駅」的休憩施設の設置に係る概略規模を算出しました。 

算出結果は以下のとおりで、13,500 ㎡程度の敷地が必要となります。 

▼表 3.1 新庁舎及び山吹ふれあいセンターの移転ならびに「道の駅」的休憩施設の設置に係る敷地面積 

項目 必要面積（㎡） 備考 

【新庁舎（学校教育課および社会教育課含む）】 

１） 新庁舎建築物 1,220 ㎡ ・3 階建て想定 

・屋外附帯設備 100 ㎡を想定 

２） 駐車場、車庫、駐輪場 3,750 ㎡ 駐車場 121 台/車庫 7 台/駐輪場 12 台 

３） 賑わい（防災）広場 600 ㎡ 60 人利用可能な規模の広場を想定 

４） その他交通部分等 1,950 ㎡ ① ③合計面積×35％ 

合計面積 7,520 ㎡  

 

補正合計面積 

8,650 ㎡ 

≒8,700 ㎡ 

緑化等で必要な面積として 15％を加算 

【山吹ふれあいセンター】 

５） 敷地面積 2,300 ㎡ 
うち建築面積 630 ㎡ 

・積算上、3 階建てを想定 

【「道の駅」的休憩施設】 

６） 道路利用者用駐車場 2,180 ㎡ 小型車 30 台/大型車 8 台/身障者用駐車場 1 台 

７） 道路利用者用トイレ 70 ㎡ 
男（小）：4 男（大）：2 女：5 

身障者用トイレ：1 ベビーコーナー：1 

８） 休憩・情報コーナー 140 ㎡ 30 席 

合計面積 
2,390 ㎡ 

≒2,400 ㎡ 

 

【合計面積】   

新庁舎+山吹ふれあいセンター+道路休憩施設 13,400 ㎡ 

≒13,500 ㎡ 

 

 

３．４ 候補地の評価結果 
  
 候補地の選定にあたり、表 3.2 に示す

評価項目に沿って 4 つの候補地で比較検

討し、各項目の総合評価の高い対象地を

最適候補地として設定しました。 

 

 

 

評価の結果、各評価項目における総合評

価の高い府道和束井手線と新国道バイパ

スの交差点南西側の地区（「C 地区」）を

最適候補地として設定しました。 
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A 地区 府道和束井手線と新国道バイパスの交差点の北西側の地区 

B 地区 府道和束井手線と新国道バイパスの交差点の北東側の地区 

C 地区 府道和束井手線と新国道バイパスの交差点の南西側の地区 

D 地区 府道和束井手線と新国道バイパスの交差点の南東側の地区 

 

①災害時の安全性 

：安全性の視点 

 庁舎は防災の拠点で

あることから、洪水浸

水想定区域ではない立

地（高台）に位置し、

土砂災害や浸水の恐れ

等がなく、安全性が確

保されていることが重

要です。 

②交通アクセス性：安全性、利便性の視点 

災害時には救援・救護等のためにアクセス道路が必要であり、

現在計画中の新国道バイパスと府道和束井手線付近に立地し、ア

クセス性が確保されていることが重要です。 

さらに、新国道バイパスの事業スケジュールが遅れた場合のリ

スク回避のため、開通前（暫定供用時）の新庁舎へのアクセス道

路が確保されているかを確認する必要があります。 

また、井手町及び庁舎までの主要公共交通機関である JR奈良線

の快速が停車する玉水駅から徒歩で行ける場所が望ましいです。 

③上位・関連計画との整合性 

：井手町らしさの視点 

上位・関連計画によるまち

づくりや土地利用方針との整

合がとれていることが重要で

あり、新庁舎建設に必要な一

定の面積が確保でき、まちの

発展性が見込める場所が望ま

しいです。 

▼表 3.2 評価項目の一覧 

評価項目 

（1）災害特性 
①土砂災害 

②浸水災害 

（2）JR玉水駅からのアクセス 

（3）上位計画における位置づけ 

（4）法規制 

①都市計画の指定状況 

②農振法・農地法 

③埋蔵文化財法 

（5）土地利用状況 

（6）周辺の施設立地状況 

（7）建設面積の確保 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 動線の考え方 

・車両入口は、車両動線が歩行者動線を遮らないように配置し
ます。 

・入場は左折入場を基本とし、京都方面からの車両は、府道和
束井手線を経由して左折で入場させるように配慮します。府
道和束井手線玉水駅側からの車両は右折進入となりますが、
将来の交通量を踏まえた上で右折レーンを設ける等安全性に
配慮します。 

・府道和束井手線及び新国道バイパスの交差点の混雑回避のた
め、出入口は交差点から離した位置に配置します。 

４．１ 新庁舎及び周辺整備のゾーニング・動線計画 

本計画においては、候補地に「新庁舎」「山吹ふれあいセンター」「『道の駅』的休憩施設」の 3つの施設を整備する方向で検

討しています。施設の配置は以下の考え方に基づき検討していきます。 

 

 

 

 

▲図 4.1 新庁舎のフロア構成 
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４．２ 新庁舎のフロア構成 

 

 

 

▼表 4.1 新庁舎のフロア構成の考え方 

整備方針 

利用者や機能に応じたセキュリティレベルを

踏まえ、階ごとに整備することで、利用者・管

理者にとって分かりやすい施設構成とします。 

フ
ロ
ア
構
成 

高層 

町議会・ 

その他執務 

ゾーン 

議会機能については、独立性を

確保するため、行政関連部署と

の動線が交わらないように配慮

し、高層階への配置とします。

議会の独立性を保った上で、住

民の利便性やセキュリティの確

保を考慮して配置します。 

中層 

防災拠点・ 

管理・運営 

ゾーン 

中層階には、災害時の指揮系統

の中心となる防災機能と管理・

運営関係の部署を中心に配置し

ます。 

低層 
窓口・ 

複合ゾーン 

低層階は、来庁者の利便性に配

慮し、住民等の利用頻度が高い

窓口機能及びプライバシー面へ

の配慮が必要な部署を配置する

とともに、町政等の情報発信機

能等を配置します。また、併設

する各施設との回遊性を高め、

新庁舎及び周辺一帯で賑わいを

生み出す施設を目指します。 

 
 

③山吹ふれあいセンターの配置の考え方 

＜賑わい・防災ゾーン＞＜滞在・交流ゾーン＞ 
・新庁舎に導入予定である導入機能の方針「交流・協働機能、

憩いの場の整備」の一部を山吹ふれあいセンター側に整備し
ます。 

・庁舎、山吹ふれあいセンターが一体となって基本理念「住民
の安全・安心な暮らしを支え井手町らしい賑わいあふれる庁
舎」を実現するために、両者を近い位置に配置します。また、
天文台の移設の可能性があることから、施設屋上部分からの
夜空の見え方に配慮します。 

 新庁舎内のフロア構成は、住民利用の多い窓口機能を低層階に配置し、議会等の独立性の高

い機能を最上階に整備します。交流・協働機能は低層階に配置することで、アクセス性や閉庁

時の利便性に配慮した計画とします。 

②新庁舎の配置の考え方 

＜行政運営ゾーン＞＜賑わい・防災ゾーン＞＜滞在・交流ゾーン＞ 
・新庁舎は、既存市街地からの徒歩による利用者に考慮して、

できるだけ西側に寄せた配置とします。 

・徒歩利用者が車両動線を横切らない様に出入口を配置します。 

⑥各施設の着工時期等の違い 

・新庁舎建設事業は、新国道バイパスの建設時期に影響さ

れない様にする必要があるため、新庁舎敷地が府道和束

井手線に接道するような配置とする必要があります。 

・山吹ふれあいセンターについては、新国道バイパス事

業による施設取り壊しの前に供用開始となることが望

まれます。このことから、山吹ふれあいセンターの移

転は、道路事業の進捗と関連するため、道路事業者と

の協議によって施設内容や着工開始時期が変動する可

能性があることに留意します。 

・「道の駅」的休憩施設については、新国道バイパス事業
と関係するため、新国道バイパス開通時期と同時期また
はその後の整備となることに留意する必要があります。 

▲図 4.4 新庁舎のフロア構成と各施設の連携イメージ 

④「道の駅」的休憩施設の配置の考え方 

＜滞在・交流ゾーン＞＜休憩・情報発信ゾーン＞ 

・トイレ、休憩スペース、情報発信施設の導入を検討しています。 

・山吹ふれあいセンターに、住民や町外の方が利用し、交流、

活動を行うことができる機能を導入するために、これらの「地域

連携機能」と、「道の駅」的休憩施設の「休憩機能」「情報発信機

能」を組み合わせることで「道の駅」登録に向けて検討します。 

・「道の駅」的休憩施設と山吹ふれあいセンターとを一体的に活

用できるよう、両者を近い位置に配置します。 
行政運営ゾーン 

（新庁舎） 

滞在・交流ゾーン 

（山吹ふれあいセンター） 

賑わい・ 

防災ゾーン 

休憩・情報発信ゾーン 

（「道の駅」的休憩施設） 

来庁者・ 

施設利用者駐車場 

▲図 4.2 配置の考え方に基づく敷地利用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜低層＞ 

町議会、 

その他執務ゾーン 

窓口、 

複合ゾーン 

防災拠点、 

管理・運営ゾーン 
＜中層＞ 

＜高層＞ 

 

山吹ふれあいセンター 

 
「道の駅」的休憩施設 

行政運営を行う 
庁舎と周辺一帯で 
交流・協働の促進を図る 

▲図 4.1 新庁舎及び周辺整備における機能の考え方 

⑤駐車場の配置の考え方 

・新庁舎、山吹ふれあいセンター、「道の駅」的休憩施設それぞ
れの施設で駐車場敷地区分を図りつつ、利用者はどの駐車場
も利用可能となるよう、まとめて配置することとします。ま
た庁舎は、土日祝日は閉館となりますが、駐車場は利用可能
となるよう配慮します。 

▲図 4.3 新庁舎のフロア構成 

行政運営ゾーン 

滞在・交流ゾーン 

賑わい・防災ゾーン 休憩・情報発信ゾーン 



 

５．１ 事業手法の検討 

新庁舎等建設の事業手法としては、①個別発注方式、②基本設計先行型 DB方式、③PFI方式があります。 

新庁舎等建設事業の緊急性や事業過程における住民参加を重視するため、新庁舎等建設の事業

手法は、「個別発注方式」が望ましいと考えます。 

新庁舎の基本設計の設計者選定手法としては、一般的に①競争入札方式、②総合評価方式、③プロポー

ザル方式、④コンペティション方式があります。 

新庁舎等建設事業過程における発注者側の意見の取り入れやすさと設計者の想像力と技術力の

活用を重視するため、基本設計の設計者選定手法は、「プロポーザル方式」が望ましいと考えます。 

 

５．２ 整備スケジュール 

基本構想・基本計画の見直しが完了した後、設計者の選定を進め、令和 2 年度中旬を目標に新庁舎と周

辺整備に係る基本設計を行います。 

新国道バイパス事業との調整から、新庁舎の建築については令和 2 年度中に実施設計に着手する予定と

しています。山吹ふれあいセンターについては令和 3 年度初旬より実施設計に着手し、令和 4 年度に建築

工事を行い、新庁舎と同時期の完成を目標とします。「道の駅」的休憩施設については、令和 4年度より実

施設計を行い、令和 5 年度から工事予定としています。各事業との調整に努めながら、今後整備事業を進

めていく中で、工期短縮に努めます。 

▼表 5.1 新庁舎及び周辺整備に係るスケジュール（案）（令和元年 9月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基本構想・基本計画の検討段階の想定によるもので、新国道バイパス事業の進捗状況等により整備スケ
ジュールに変更が生じることがあります。 

 

 

整備方針 

山吹ふれあいセンターの移転に合わせて、現在の施設内容に

ついて、使われ方に応じて規模を見直しつつ、井手町住民だ

けでなく町外の来訪者の方も利用可能な施設として整備し、

交流機会の創出や滞在時間の増加により、井手町のPRや関係

人口の増加を図ります。 

フ
ロ
ア
構
成 

高層 

井手町 

住民活動

ゾーン 

高層には、主として住民活動のベースとなるよ

うな会議室や和室、倉庫等を配置します。 

中層 

井手町 

文化活動

ゾーン 

中層には、町内外の方々が文化的な活動を行え

るよう、専門書を中心に配架した図書館や、視

聴覚室等を配置します。 

低層 

井手町 

交流・滞在

ゾーン 

低層には、庁舎や「道の駅」的休憩施設と連携

を図るために、住民だけでなく町外の来訪者の

方も利用可能なカフェや物販施設、気軽に利用

できる図書館、幼児コーナー等を配置します。 

 H30年度 H31/R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

基本構想 

基本計画 

      

      

測量等       

造成設計・工事       

建築設計       

      

新庁舎 

建築工事 
      

ふれあいセンター

建築工事 
      

「道の駅」的休憩施

設建設 
      

４．４ 新庁舎の構造計画 

 構造計画は以下のとおりです。 

新庁舎においては、空間の自由度

とコストを重視し、「鉄骨造」が望

ましいと考えます。 

耐震・制振構造の場合は、揺れが大きく、大地震時には什器・家

具等の移動や転倒が生じ、主要機能を回復するために時間が必要に

なります。免震構造は、イニシャルコストが高くなるため、主要機

能等の重要エリアのみに免震構造を採用し、イニシャルコストをあ

る程度安価にできる、「床免震構造」が望ましいと考えます。 

 

実施設計 

新庁舎等の事業計画の検討 
第  

章 5 

ボーリング調査・ 

実施設計 

建築工事 

移転 

〈3階配置イメージ〉 

※2 階建てか 3 階建てかも含め、詳細につい

ては、基本設計段階で精査します。 

新国道バイパス 

ルート決定 〈1階配置イメージ〉 

〈2階配置イメージ〉 

▲図 4.5 3 階建ての場合の配置イメージ 

４．３ 山吹ふれあいセンターのフロア構成 

 山吹ふれあいセンター移転後のフロア構成は、利用者属性の利用レ

ベルの異なりを意識した機能配置とします。住民のみならず町外の来

訪者の多くの利用が見込まれる機能を低層に配置し、庁舎側や「道の

駅」的休憩施設側との一体的利用が図れるようにします。中層部分は、

町内外問わず多くの方々が文化的な活動が行える機能を配置します。

高層部分は住民の活動拠点として、主に井手町の住民の利用が見込ま

れる機能を配置します。 

 なお、各層のゾーニングの詳細については、基本設計段階で精査す

ることとします。 

 

▼表 4.2 山吹ふれあいセンターのフロア構成の考え方 

0 

造成工事 

工事 

用地測量 

建築工事 

⇒新庁舎・ふれあいセン

ター・道の駅基本設計 
移転 

候補地選定 

周辺整備検討 

プロポーザル 

手続き 

⇒新庁舎・実施設計 

ふれあいセンター 

実施設計 


